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論文内容の要旨
【目的】 MRIでは従来のレントゲンでは捉えきれない軟骨や軟部組織の描出が3次JC的に吋能である。そ
の特性を生かし屍体膝における形態学的検討と運動解析を行った。
【対象および方法】関節包を温存された 6新鮮凍結屍体膝を使用した。木製フレームに同定し;最大伸展位、
5 .， 10.. 20.， 30 c. 45.， 900， 1 10. 120。の各屈曲中間位および45.，900， 120。での内外旋位での
MRIのvolumetricimageを撮影した。大腿骨内外頼の後頼の円の中心を基準点として各肘曲角度における
大腿骨内外頼の位置を測定することにより大腿骨と腔骨の相対的動きを3次元的に評価した。
【結果】矢状断において大腿骨内頼関節而は2つの円で近似されそれに呼応する雁骨関節両の形状がみら
れた。大腿骨内頼は約20.にて接触関節面が前H関節面より後方に推移し、その後110固までほとんど前後方
向には動かなかった。それに対し矢状断における大腿骨外願関節面はほぼ一つの円に近似され伸展位より
110。では23mm後方への移動が見られた。内外旋{すでは鉛直ノj向の回旋中心は後縦靭帯付着部に一致した。
【結論】従来、広く受け入れられてきた膝屈伸時の大腿骨内外頼が同時に後方へ移動するという所謂
“roll back"という概念は、今回の研究ではみられず、内側に鉛直方向の回旋中心をもっ回旋運動が主体に
なっていることが明らかとなった。
論文審査の結果の要旨
¥1RIでは従来のレントゲンでは捉えきれない軟骨や軟部組織の描出が吋能である。その特性を生かし屍
体膝における形態学的検討と運動解析を行った。
関節包を温存された6新鮮屍体膝を木製フレームに固定し、長大伸展位、 5o. 10.， 200， 30・， 45.， 
90. ， 1 0.， 1 20。の各屈山中間位および450，90. 1200での内外旋位でのMRIによりvolurnetricimageを撮像
した。大腿骨内外頼の後頼の円の中心を某準点、として各屈曲角度における大腿骨内頼外額の位置を測定す
ることにより大腿骨と腔骨の相対的動きを3次元的に評価した。
矢状断において大腿骨内頼関節面は2つの1']で近似されそれに呼応する睦骨関節商の形状がみられた。
大腿骨内頼は約20。にて接触関節面が腔骨前方関節j面より後方に推移し、その後110.までほとんど前後方向
には動かなかった。それに対し矢状断における大腿骨外頼関節而はほぼ1つの川に近似され、伸展位から
110.屈曲で、は23mm後方への移動が見られた。内旋および外旋位では鉛直方向の回旋巾心は後縦靭帯付着部
にー致したc
従来、広く受け入れられてきた膝村伸時の大腿骨内外頼が同時に後方へ移動するといういわゆる“rol
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back"という概念、は、今回の研究ではみられず、内顎部に鉛直プi向の回旋中心をもっ同旋運動が主体となっ
ていることを明らかにした。
以上の研究は雨齢社会に伴い、今後増加する変形性膝関節症の治嬢、特に人工関節手術において寄与す
るところが大であると考えられる。よって本研究は、陣士〈医学)の学位を授与するに値すると認められ
た。
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